17.非線形臨界緩和(臨界現象,研究会報告) by 池田, 博
Title17.非線形臨界緩和(臨界現象,研究会報告)
Author(s)池田, 博
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1.研究状況
臨界点近傍の緩和時間の発散 (非線形 )に関する計算機実験 (荻田等,1969)がな





と書かれ,ここで ¢M(t)は時刻 t におけるある物理量 (ここではオーダー ･パラメー
タに限る )の平均値で, OM(-)…0としてある｡ エルゴー ド系ではzl(叫 欄 形緩和
関数 (YahataandS｡Z｡ki,1969)の臨界指数dg)と一致すると推論され,動的イジング
模型に対 して醒められた ｡ その後新 しく計算機実験 (Stolletal･,1973)がなされた
が,同様の結果を得ている.しかし,A(i)と A(n,i)の違 う簡単な例が見つか り2ミさら
にスケー リング理論3)からzH(LL A(n,i)=βが示された (βはオーダー ･パラメータ の






(b) 線形 と非線形の境界時間 t｡は臨界点近傍で発散する｡







ここで t0- 8-a,∫d.QM(t)/bM(0)～8-〟,¢M(to)～Eβとすれば,∫dt緑 t)/0 to
¢M(to)-T(Z)であるから,8-A(n,2)～ 8-〟+Eβ6-A(i)となり,A(i)-β≧pであれば
スケーリング則が出る. スケーリング理論からは,〟-A(n,i),a,-LS(i)が出る.従っ







て正確な指数の組として,LzS(i)-27,A(∩,i)- 1･875日 瀧 奏され得るo しかし,最
































相分離 (析出 )が有限温度で起るかどうかは,A-B 間の結合エネルギーとArA間 +
B-B間の結合エネルギーの代数平均との大小により判定される｡ ここではこの相分離
に磁気相互作用がどうきくかを問題にする｡
以下次のような磁性 AB合金 をモデルとし,平均場近似の範囲内で論ずる事にする｡
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